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寄稿・シリーズ  

◎ 「幸兵衛窯 歴代展」   
 

とうしん美濃陶芸美術館 学芸員 與語 小津恵 

今回の企画展は、1804 年（文化初年）多治見・市之倉に開窯し、200 年以上の歴史を刻む窯元、「幸兵

衛窯」をご紹介いたします。初代から四代の作品をはじめ、五代 加藤幸兵衛、六代 加藤卓男、七代 加

藤幸兵衛、八代 加藤亮太郎の親子四代の作品を中心に展示しております。 
 
1. 初代～四代 

幸兵衛窯は、開窯してまもなく江戸城本丸、西御丸へ染付食器を納める御用窯となりました。初代の花

器、二代の急須やカップ＆ソーサー、三代の三ツ重鉢、四代の汲出など、とても流麗で精緻な絵付けの製

品で、その技術の高さを見ることができます。 
なかでも、1815 年に襲名した二代の染付は、優品です。捏製急須（でいせいきゅうす）は注ぎ口が薄く、

取手部分や蓋が、とても繊細な作りをしており、細い線で生き生きと描かれています。 
明治時代になると市之倉では、加藤五輔が名をあげ、洋絵具やコバルトの輸入が容易になり、華やかな

色合いの西浦焼が時代を制しますが、三代幸兵衛は、中国明代の染付を目指し制作に取り組みました。 
四代幸兵衛は、1915 年（大正 4 年）に襲名しました。「花文皿付汲出」は、鮮やかな呉須の模様の中に、

白い花の花びらの部分が膨らんでいます。これは型押し成形によるもので、口径も輪花になっています。 
 

 
2. 五代 加藤幸兵衛 

五代幸兵衛（1893～1982）、幼名 福寿は、若くして家業を継ぎ工場を拡張していきました。1931 年

（昭和 6 年）第 11 回帝展に初出品、初入選します。「染付磯鵜軸盆」は、1933 年（昭和 8 年）2 度目の帝

展入選作品です。三代目が大量に仕入れて保存していた唐呉須を使用し描かれていて、鵜と川の水面が

勢いよく見事に表現されています。 
1935 年（昭和 10 年）四代の死去にともない、五代幸兵衛を襲名します。代々試みてきた染付をはじめ、

赤絵、釉裏紅、天目、金襴手、青磁など中国陶磁の研究を重ね、名品の数々を生み出します。中でも生涯

にわたって力を注いだのが、青磁です。「青磁茶盌」は、陶胎が薄く、釉薬を素地より厚く施し、深みのある

色合いの名品です。 

四代加藤幸兵衛 花文皿付汲出 二代加藤幸兵衛 捏製急須  
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また、五代幸兵衛は、1950 年（昭和 25 年）、岐阜県陶磁器試験場長に就任し、23 年間にわたり、美濃

焼の技術の開発、後進の育成に力を注ぎ、美濃焼の業界発展のため指導者として責務を果たしました。

1973 年（昭和 48 年）青磁の技法で岐阜県重要無形文化財保持者に認定されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

3. 加藤卓男 
加藤卓男（1917～2005）は、1961 年（昭和 36 年）フィンランド工芸美術学校に留学し、夏休みにイラン

国立考古博物館などを訪れて以来、ペルシア陶器に深い関心を持つようになりました。帰国後、17 世紀に

技法が跡絶えたラスター彩の技術解明と再現を目指し、中東へ何度も通い続け、その研究に打ち込みまし

た。 
1980 年、宮内庁より正倉院三彩の復元を委嘱されます。ラスター彩、青釉、三彩、ペルシア色絵など伝

統と独創が融合した独自の作品を制作し、1995 年（平成 7 年）国指定重要無形文化財保持者（人間国宝）

に認定されました。 
 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五代幸兵衛 染付磯鵜軸盆 

五代幸兵衛 青磁茶盌 

加藤卓男 ラスター彩四方大皿「遥か」 加藤卓男 三彩貼花文仙盞瓶「瑞鳥」 
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4. 七代 加藤幸兵衛  
1945 年（昭和 20 年）生まれ。幼名は裕英。1968 年（昭和 43 年）京都市立芸術大学卒業します。この

年、朝日陶芸展で最高賞を受賞し、翌 1969 年 24 歳の時、日展特選を受賞します。今回の展示では、  

1 回目特選受賞作品「方円」と、1981 年 2 回目の特選受賞作品「墨彩菱器」をあわせて展示しております。

その後取り組んだ 「立体思考の作品 緑彩」は、文様を立体的に構成し、道具を使わず手びねりで成形し

た作品で、シャープなラインと表面の独特な質感が現れています。 
1995 年七代幸兵衛を襲名。卓男が確立したペルシア陶の高い技術と志を受け継ぎ、ラスター彩をはじ

めむらさき銹彩、淡青釉など、現代的なペルシア陶の作品を展開しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 加藤亮太郎  

1974 年（昭和 49 年）生まれの加藤亮太郎は、1997 年（平成 9 年）京都精華大学卒業、1999 年京都

市立芸術大学大学院を修了後、2000 年（平成 12 年）家業の幸兵衛窯に入ります。2002 年には、自ら倒

焔式の窯を築き、穴窯焼成による志野、引出黒など、美濃桃山陶の作品に取り組んでいます。またオブジ

ェや書の世界をやきものにとりいれた作品、他分野の工芸家とコラボレーションして作品を制作するなど、

次々と作品を発表し、美濃陶芸界の次世代を担う存在です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

七代加藤幸兵衛 立体思考の作品 緑彩 七代加藤幸兵衛 ラスター彩姑姫文鳳首瓶 

加藤亮太郎 志野茶盌 加藤亮太郎  ナツクサヤ 
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6. 加藤卓男の言葉 
加藤卓男が 1984 年の五代幸兵衛窯との親子展の際に次のように書いています。 

「今かえりみて、父から何を教わっただろうかと振り返ってみても、『さあー』 具体的なことは何ひとつ思い出

せません。（中略） 私の家は現在、私と裕英がそれぞれの作風で制作しています。父が私達に残したもの

は、父、子といえども別々の作家として個性を持ち、その赴くままにしたがって精一杯努力せよという、一声

であったような気がします」と書いています。 
そして「伝統の保持とは、昔からのものをそのままのかたちで継承していくことではなく、そこに絶えず新

しい空気を創造的精神によって送り込んでゆかねばならないからである」と残しています。 
幸兵衛窯それぞれの世代が、独自の方向を定め、その精神を受け継ぎながら、取り組んできた作品約

70 点を展示しております。ぜひご覧ください。 
 

 

 
 
 

会   場： 
 

とうしん美濃陶芸美術館  
多治見市虎渓山町 4－13－1 とうしん学びの丘“エール”内 
TEL：0572－22－1155 

会   期： 2019 年 6 月 26 日(水)～9 月 29 日(日) 

開館時間： 午前 10 時～午後 5 時 

休 館 日： 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日） 
入 館 料： 無料 
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